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BG-Iにおける水温の年変化は， Text-白g.2. にみるように， 9月より徐々に低下してゆき， 2月l己
最低で 7.8'Cを示す.その後は徐々に上昇して， 8月に最高を示し， 0.5m層て‘26.rcである.年較差
はかなり大きく， 0.5m層で 19'Cにおよぶ. 上層と下層で温度差のみられるのは 3-8月の問であり，
7・8月にその差は大きい.
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Text-fig. 2. Seasonal changes of water temperature， chlorinity and trasparency 
(Secchi disc) at BG-l. 一.-0.5m layer，一{)...transparency layer， 
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Seasonal changes of water temperature， chlorinity and transparency 
(Secchi disc) at BG-2. 
Text-fig. 3. 
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BG-2 における年変化は， Text-fig. 3にみるように，傾向は BG-lのそれと同じであるが， 2月の
最低水温は更に低く 6.80C，最高は8月0.5m層の 26.8'Cである.年較差は BG-lより 1'c大きく，
20'Cであり，水温lこ上下層の差がみられるのも， BG-lと同じ 3-8月で， 7・8月に著しい.
両定点における水温を比較すると， 10-2月には BG-2の方が低く， 3-7月には逆にBG-2の方が
i奇い.
2. iJ2 A4- gt~ s昆
BG-1 における塩素量の年変化は， Text-白g.2にみるように， 9月より徐々に増加し， 2月の 0.5m層
およびT層では年の最高となり 18.58泌である (2T層では4月の18.61泌).3・4月に多少の増減をみる
が， 5月K降水のため急激に減少し，ことに0.5m層において著しい 0.5m屑では6月K更に減少し，
段低の 16.74泌を示し， 7月以後9月まで徐々に増加する。 T層・ 2T層では， 5月以降減少の傾向を
示して9月に至る.年較差は， 0.5m層において1.8%であり，上層と下層K塩素量の差がみられるのは
4~8 月で， 5・6月にその差は大きい。
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Seasona1 changes of dissolved oxygen (saturation percentage) 
at BG-1 and 2 
良r;
その後は徐々に増加してゆき， 2月lこ最高で18.50弘元 (0.5m層およびT層では18.48泌)となる。 3・4
月と多少減少し， 5月には BG-1と同様に急激に減少する，ことに 0.5m層においてそれは著しし最
低の 15.34泌となる. 6月は欠調IJで不明である. 7月以降 0.5m層では 9月まで増加してゆくが， T層
および2T層では増減を行い9月に至る.年較差は大きく， 0.5m層では3.1?fuであり，また上層と下1!Ii




BG-l における溶存酸素量は， Text-fig. 4にみるように， 4月を除いて最小は 8月2T居(14m)の
82.8%であり，最大は同じ8月の0.5m層で109%である.年変化は， 9月以降多少の昇降を併いながら
も傾向としては増加しつつ3月に至る. 4月lこ著しく小さい値を示すが，この原因は明らかでない. 5 
月lこは全層共{こ 100%を越え，過飽和となる.その後 0.5m層では増加しつつ8月l己最高を示す. しか
しT層および 2T層では 100%以下になり，この 6~8 月 lこは上層と下層とに酸素量の差が大きくなる.
9月には 0.5m層では減少し， 2 T層では増加して，上下層の差も小さくfよる.
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Seasonal changes of Silicate-Si and Phosphate-P at BG-l. 
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Text-fig. 5. 
509 
である.年変化は， BG-1と似ており， 9月以降多少の昇降を伴いながら，増加の傾向を示し， 2月に
は100%を越える.その後0.5m層では増加の傾向を示し， 8月lこ最高となる，しかし下層では増加の傾





BG-1 における Silicate-Siは， Tcxt-fig.5にみるように，最大は6月0.5m層と 8月2T層にみられ，
26月-atom/Lであり，最小は 2月T層の O.5，ug-atoml Lである.年変化としては， 5月から 8月にかけ
ては多く， 13μg-atomlL以上であり， 1月から4月lこは少なく 6，ug-atom/L以下である 9・10月lこは層
によって大きな値をみることがある.
BGー2では， Text-fig. 6にみるように，最大は 7月O.5m層の 30，ug-atomlLであり，最小は2月T層
の O.5{J，g-atom/ Lである.年変化では， 7.8月の全脳および5月の表層lこ多く 20，ug圃atom/L以上であり，
4. 
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Seasonal changes of Silicate-Si and Phosphate-P at BG-2. 
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BG~1 における Phosphate~P は， Text-fig. 5 にみるように，最大は I 月 T層の 0.54μ.g~atom/L であ
り，最小は 6月0.5m層の 0.07I'g-atom/Lである.年変化は， 9月から l月にかけては多く， 0.31ぽ-
atom/L以上あり， 2~8 月には下層の数例を除いて一般に少なく O. 3I'g-atom/ L以下である.
BG~2 では， Text-fig. 6にみるように，最大は l月T層の O.54l'g-atomj Lであり，最小は 8月0.5m




BG~1 における透明度は， Text-fig.2にみるように，最大は 7月の14mであり，最小は 2月の 3mで
ある.年変化は複雑で， 5m以下を示すのは12・2・5月， 10m以上を示すのは 7月のみであり，他の月
は6~9. 5mである.




















最大は 1月2T閣の 2.38mg/m3であBG-lにおけるクロロフィノレa量は， Text-fig. 7にみるように，
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Seasonal changes of chlorophyll a contents and photosynthesis at BG-l. 
り，最小は 7月T屈の0.24mgjm"である.年変化は， 5月の資料がないが，
3-9月の 2T崩および8月のT層は他の層lこ比して大きな値を示す.
BG-2では， Text-fig. 8にみるように，最大は 9月2T層の3.4mgjm3で‘あり，最小は4月T層の0.45
mgjがである.年変化は， 9月より 10月lこ急激に減少し，以後増加の傾向を示し 3月lこ至る. 4月lこは






BG-lにおける光合成量は， Text-fig. 7にみるように，最大は 9月T層の 15.4Cmgjがjhであり，最
小は 7月T層の 0.3Cmgjがjhである.年変化は， 9月から1月にかけて減少してゆき， 12月に一旦増
加するが，その後2月にかけてまた減少する 3・4月は2月より大きい値を示し， 5月lごは急激に増加























VI VI VI IX 
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Seasonal changes of chlorophyIl a contents and photosynthesis at BG-2. 
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Text-fig. 8. 
は更に増加する. 4-9月lとは層の間でf直がかなり異なる.
BG-2で、は， Text-fig. 8にみるように，最大は9月T層の 18.3Cmgjm3jhであり，最小は 2月2T層
のし03Cmgjm3jhである.年変化は， 9月から多少の増減を伴いながら減少の傾向をみせ， 2月lこ至る.
3・4月は 2月より大きい値を示し， 5月lζ急激に増加することに O.5m・T層において著しい. 6月
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Photosynthesis by iπsitu experiments. 









Text-fig. 10 にみるように， BG-1においては， 9月より 1月にかけて減少し， 12月は1月とほぼ同
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Seasona1 changes of primary prodution per day. 
_ BG-lj 
) hy M. SAKAMOTO'S calculation， 仁コ BG-21 
-・- in situ experiment. 
Text-fig. 10. 
8・9月と増加し， 9月lこは最高で1.79C gjm2jday 
を示す.
BG-2においては， BG-lとほぼ同様の傾向をみせ， 9月より 12月まで減少してゆき， 1月に一つの
山を作り， 2月には最低で O.04C gjm2jdayを示す. 3月より 5月にかけて増加してゆく， 6月は欠測，
7月は小さな値を示す. 8月lこは最高で1.34C g/m2jhであり， 9月には減少する.
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Table 1. Ratios of dissolved amounts of phosphate-P and Silicate-Si to the amounts assimilated 
by primary production， and the ratios of primary production to standing crop. (The 
water column from Om down to twice of the Secchi disc depth was considered.) 
I SeptlOct. I Nov.1 Dec. I J~n. I Fed|MarlApr.1 Maγ|June.1 J向 IAuglSept 
Phosphate-P content in water BG-l 1 17 70 51 43 49 25 9.3 4.4 3.9 16 3.0 3.3 
P assimilated by primary production BG-2 1 23 37 45 31 28 22 8.3 2.8 5.2 1.3 4.5 
Silicate-Si content in water BG-l 8. 1 17 27 1 1 13 13 6.4 12 12 37 6.1 3.6 
Si assimilated by Primary production BG-2 1 9.8 14 IO 4.2 6.2 8.8 8.1 6.0 17 8.0 2.7 
Primary production BG-I o. 731 1. 1 1 O.71 O. 32 0.22 O. 13 3.6 1.6 3.0 3.9 
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Chlorophyll-a.mg/m2: (0 -Tm) 
Correlation of chlorophyll a contents (in the water column from 
Om to the Secchi disc depth) to transparency (Secchi disc). 




同様にしてSiについて， C: Si = 1 : 0.8(STRICKLAND1)りによる)として計算する.両者を比較する
と，やはり現存量の方が大きく，必要量の 3-37倍ある Siについては，この比は全般に小さいが，基
礎生産:の感んな時期lこ現存量が大きいことから，現存量の不足はないと考える.
ここに用いた CjP，CjSiは植物プランクトンの種類や時期により変動し1)3) 5) 9)，その吟味も不充分
であり，また栄養塩の補充量についても不明であるので今後の検討を要する.
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SUMMARY 
In order to know the magnitude of primary production in the Bingo-nada area in the central 
part of the Seto Inland Sea， the photosynthesis (by 14C method) and the chlorophyll contents were 
measured at the two stations， BG-l and←2. The measurements were carried out once a month from 
September 1962 to September 1963. 
Seasonal changes of the hydrographic con.Jitions are shown in Text-figs. 2-6. Secchi disc depth 
is small in this area， especially at BG-2. 
The results of primary production measurements are shown in Text-figs. 7-10. The primary 
production is within the range of 0.03-1. 79 g/m2/day as Carbon; it is relatively great in May，june， 
August and September， and relati、relysmall in November， December and February. 
The ratio of the photosynthesis determined by the tank experiment to chlorophyll a content is 
smaller than 6 in most of the cases. The ratio tends to increase as water temperature rises; at the 
same temperature， however， itsometimes varies remarkably among stations or layers， suggesting 
that this ratio is affected not only by temperature but also by some other factor(s) (Text-自g.II).
No correlation is found between the chlorophyll a content (in the water column from Om to the 
Secchi disc depth) and the Secchi disc depth (Text-fig. 12). 
